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す
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論
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評
論
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)

寧

揮

正

四

郎

令

袷

F
u
stJt
in
a

上
述
の
政
は

F
usu
lin
a

は

一
八
二
九
年
は

F
isch
e
r

de
W
atdh
eim
(X
V
II)
に
ょ
ヵ
創
設
n
姉
.
其
模
式
種



F
ffS
u
Ef
n
ぷ
Cy
lin
drica
F
isch
er
d
e
W

al
dheim
は

一
八
三
七
年
は
初
め
て
記
載
さ
れ
た
者
で
あ
る
が
(X
V
III)
0

は
卦
四
十
年
筏
は

v
I
M
6tte
r
に
よ
カ
初
め
て
明
は

さ
れ
た
者
で
あ
る
.
其
後
紡
錘
鹿
の
研
究
は
v
I
Ri.6
2軒

の
者

が
基
礎
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
衆
力
者
で
あ
る
｡
而
し
て

V
･
M
6)1er
以
後
の
聾
者
に
よ
-
F
qLSu
lin
a
と
し
て
記
載

さ
れ
允
者
は
殻
壁
は
蜂
嵩
構
造
が
あ
る
､
即
ち

F
w
Su
lin
a

は
斯
る
殻
壁
を
有
す
る
者
と
信
じ
ら
れ
て
兼
ね
の
で
あ

る
OF

is
ch
eT
d
e
W
a
td
h
eim

の
記
載
し
た

F
u
su
lin
a
cy
lin
d
r
ica
の
原
模
本

(floloty
p
e)
が
如
何
な
る
性
質
の

数
壁
を
有
す
る
か
は
今
日
之
む
知
る
事
が
出
水
な

い
が
其
模
式
産
地
在
る

岩
jats
ch
k
ow
o
に
産
す
る
展
の

F
w
u
･

lina
cylind
ri
ca
(Topoty
p
e
)
は
V

.

岩
61te
r
に
依
れ
ば
数
壁
は
薄
-
且
つ
多
孔
質

(p
o
rou
s)
で
あ
る

(
此
多
孔

質
な
る
言
葉
は
今
日
の

a
t
veola
r

str
uctuTe
或
は

弼
eriotheca
に
相
常
す
る
者
で
あ
る
｡
而
し
て
其
厚
さ
は

･0
.03m
m
.
で
孔
の
直
種
は

0,006m
m
.
各
孔
の
間
隔
は

0
.004m
m
.と
測
定
し
て
あ
る
｡

(
X
X
X
IX
.
52)
又
間
版
に

も
赦
壁
に
峰
寓
構
造
が
あ
る
様
は
轟

5'
で
あ
る
.

然
し

S
ch
e
ltwi
en
(LX
V
.
162)
が

V
.

賀
611e
r
の
記
載
に
使
用
し
た

F
u
su
lin
a
cy
lin
d
r
ica
の
原
鹿
本
を
革
が

研
究
し
記
載
し
て
居
る
｡
夫
に
件
ふ
図
版
は
V
･
M
61ter
の
者
と
同
じ
者
と
馬
具
ほ
し
で
あ
る
｡
馬
具
で
見
る
と
其

倍
率
が
低

い
の
で
数
壁
の
構
造
は
十
分
に
見
る
革
が
出
水
夜

い
が
記
載
は
よ
れ
ば
穀
壁
に
あ
る
孔
は
甚

だ微
細
で
多

く
の
標
本
は
於
で
は
其
れ
が
不
明
瞭
に
成
っ
て
居
る
と
云
ふ
｡
又

M
ja
tsch
k
ow
o

の
紡
甥
歳
石
衣
岩
に
は
他
は
も

う

一
つ
の
種

Fusu
li･TLa
S
im
p
le.7;
S
ch
ettw
ien
(LX
V
.

)79-1002)
を
件
ふ
と
云
ふ
.

F
isch
er
de
W

al
d
h
eim
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依
れ
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M
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k
ow
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放
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は
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lin
a
c
y
lin
d
r
ica
に
伴
っ
て

F
u
su
lin
a

紡
錘

叔
科
有

孔
鹿

(
F
u
s
u
tin
id
F
o
r
a
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n
ife
r
a
)
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分
類
に
鮒
す
る
諭
龍
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評
論
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t
八

d
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F
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d
e
W
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d
h
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と
云
ふ
他
の
種
が
塵
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
が

V
.
琵
611e
r

は
横
着
は
前
者

の
同
物
異
名
と
L

S
ch
ettw
ie
n
は
自
分
の

F
u
su
lin
a
sim
p
lex
S
cb
et)wi
en
が

F
u
su
lin
a
d
ep
r
essa
F
isc
h
er

d
e
W
a
ld

heim
t同
定
班
凍
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が

F
u
Su
lin
a
C
y
tin
d
r
i
ca
と
は
国
別
し
碍
べ

き
者
と
信
じ

て
屠
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｡
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ch
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e
n
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F
u
su
lin
a
sim
p
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e
llw
ie

n
の
殻
壁
の
蜂
蘭
が

琵
jatsch
打
ow
o

産
の
者
が
粗

く
南
方

D
o
n
ed
tz
鷹
の
者
が
細
と
云
ふ
事
を
述
べ
て
居
る
が
孔
の
直
径
に
就
で
は
何
等
言
及
し
て
居
ら
覆

い
.

一
九
二
九
年
､
李
四
光
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は

FtLSutin
a
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tilu
h
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の
敦
壁
に
は
蜂
謁
構
造
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無
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蓋

し
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ir
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に
編
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し

G
ir
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d
h
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し
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居
る
｡
然
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彼
に
述
べ
る

棟
に

G
ir
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は
破
棄
さ
れ
る
可
き
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名
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あ
-

氏
の

G
ir
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d
r
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は

F
u
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F
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は

F
u
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F
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d
e
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a
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h
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殻
壁
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峰
寓
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無
-

F
u
･

su
l･in
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の
者
の
棟
に
撤
密
な
者
で
あ
る
革
は
李
は
よ
-
初
め
て
任
意

さ
れ
た
.

而
し
て

一
九
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〇
年
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n
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R
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岩
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ほ
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足
し
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べ

FJ標
本
多
数
を
検
出
し
允
が
其
穀
壁
の
構
造
を
鋸
槍
す
る
に

其
れ
等
は
各
部
例
外
無

し
は
峰
寓
構
造
を
秋
き

撤
密
で
あ
る
事
を
敬
見
し
た
.
そ
し
て
F
u
su
lilLa
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殻
壁
の
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造

上
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F
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共
著
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隔
壁
が
激
し
-
摺
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す
る
鮎
に
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で
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著
し
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ク
の
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い
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よ

み

F
u
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さ
れ
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で

F
u
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a

(S,
sir,)
に
封
し
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殻
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蜂
謁
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造
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有
せ
ざ
る
者
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み
な
包
含
せ
し
む
可
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で
穐
衆
多
-
の
聾
者
に
よ
JI
F
u
su
lin
a

と
さ
れ
て
兼
ね
者
で
穀
壁
に
蜂
覇
構
造
を
有
す
る

者
に
就
で
は
別
に
新
威
名
を
捉
箭
す
べ
き
で
あ
る
事
を
論
じ
カ
｡

更
に

D
unb
ar
は
其
後

S
k
in
n
er
と
共
に
最
後
の
者
に
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su
tin
a

D
u
n
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&
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在
る
新
属

を
提
議
L
P
s
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utina
hu
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D
u
n
b
a
r
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S
k
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r

(
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.253)
を
横
式
種
と
定
め
て
居
る
｡

又
東
北
静
岡
大
撃
地
質
学
古
生
物
撃
故
買
は
矢
部
教
授
が
蒐
基
さ
れ
た
粉
塵
轟
石
衣
岩
の
中
に
モ
ス
コ
ク
附
近
の

産
の
者
が
あ
る
が
其
薄
片
を
鋸
槍
す
る
と
其
中
に

F
u
su
lin
a
cy
tilLd
ri
ca
は
同
定
し
碍
べ
き

者
が
含
有
し
て
居
る

の
を
認
め
る
革
が
出
凍
る
､
が
其
何
れ
の
標
本
に
就
て
見
て
も
殻
壁
に
蜂
讃
構
造
が
詠
め
ら
れ
覆

い
｡
然

し
凝
本
は

保
存
が
良
好
で
無

い
の
で
果
し
て
蜂
簡
構
造
が
敏
け
て
居
る
か
否
か
を
決
定
す
る
事
は
出
水
を

い
｡

李
四
光
は
V

+

M
6tter
の
模
式
種
の
固
版
に
は
蜂
粥
が
存
在
す
る
様
に
轟
か
れ
て
あ
る
け
れ
ど
79
本
文
の
方
に
は

峰
蔵
に
就

き
何
等
論
及
し
て
屠
ら
な

い
と
運
べ
て
居
る
へX
X
X
I,
34)
然
し
之
は
李
の
明
ら
か
在
る
讃
落
し
で
前
述
の

棟
に

V
.
M
6tte
r
は

Fusulin
acy
lild
r
ica
は
蜂
覇
構
造
の
赦
壁
が
あ
り
且
つ
各
峰
寓
の
直
種
が

0
.0
6m
m
.
で

其
間
隔
は

O.004m
m
.
で
あ
る
革
を
記
載
し
て
居
る
｡

(
X
X

X
IX
.
52)

君
L

F
u
su
lin
a

cy
lin
d
r
i
ca
の
穀
壁
に
蜂
衛
が
あ
る
事
が
異
と
し
て
も
､
其
蜂
覇
の
大

い
さ
は
紡
健
慮
科
の
他

の
屈
に
比
し
甚
だ
繊
細
夜
着
で
あ
る
｡

V
.
M
811eT

が
紡
錘
鹿
の
放
壁
の
峰
嵩
の
直
種

を
測
定
し
た
者
に
就
き
其
中
敷
種
の
例
を
拾
以
上
げ
て
見
る
と
次

の
如
-
で
あ
る
｡

鮎
鍵
曲
斜
材
孔
曲

(
F
u
s
ul

in
id

F
or
a
m
in
if
e
r
a
)

の
分
封
に
舶
す
る
論
談

の
評
論

一
九

一
九
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O
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t
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節
1
娘

と
0
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単
滞
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FEZg
P)
問
讃

0
.0
0
4

0
.0
0
5

0
.0
0

8

0

.00
8

0

.00
8

0.(
)
)
2

又

S
ch
w
a
g
er
に
依
れ
ば

D
o
甑

in
a
tep
id
a

(S
c
H
W
A
G
E
R
.)

0
.0
0
4

叉

H
.
I)
ouvillt
に
依
れ
ば
印
度
支
那
の
P
o

n
g･ou
a
に
産
す
る
F
u

su
tin
a
(x
ir)
(此
者
は

D
eprat
.に
依

れ
ば
F

u

su
lin
a

m
a
r
g
lw
ri
iii
D
eprat

(V
II.
6)
の
穀
壁
の
蜂
常
は
甚
だ
粗
大
で
宵
種
は

0
,0
3m
m
.
に
連
す
る

と
云
ふ
.
以
上
を
見
る
と
穐
水

F

usulin
aに
入
れ
ら
れ
で
あ
っ
た
種
の
多
-
は
峰
蘭
が

0
,O
lm
m

,
内
外
の
太

い

n
で
時
に
は

0
.0
3
m
m
.
iI
ら

5,の
大

い
ruに
達
す
る
者
が
あ
る
尊
が
鯛
る
｡
然
し

F
u
･su
iLn
a
cylin
drica
の
蜂

衛
構
造
は
甚
だ
繊
細
で
他
の
者
と
は
断
然
差
異
が
あ
-

D
olio
li7W

lep
id
a
(Sch
w
ager)
の
者
に
近

い
｡
つ
い
で

に
述
べ
る
が

D
o
lio
tin
a
lep
id
a
(S
c
h
w
a
g
eT)
の
殻
壁
に
は
繊
細
で
は
あ
る
が
確
に
蜂
覇
構
造
が
静
め
ら
れ
る
｡

扱

V
,
Ab
t1e
r
は

F
u
su
lin
a
を
詐
戴
す
る
と
共
に
F

m

tin
ella
在
る
漸
層
を
創
設
し

(x
x
x
IX
,)04)
数
壁
の

構
造
上

F
u
Su
lin
a

か
ら
固
別
し
て
居
る
｡
即
ち
氏
に
捉

へ
ば

F
u
su
lin
ella

の
数
壁
は

a
､
b

t

C
'
d

の
四



圏
か
ら
成
-,l
a
が
黒
色
に
見
え
る
部
分
で
外
暦
t
b
が
内
側
に
あ
る
者
で
牢
透
明
t

e
は

乱
と
b
と
の
中
間
に
あ
-

透
明
に
見
え
る
部
分
で
之
が
数
壁
か
ら
隔
壁

(S
ep
ta
)
迄
逃
頂
し
峯
戯
夜

in

terseptal
canal
ほ
成
っ
て
居
与
､

d
は
補
助
の
暦
で
外
層
を

一
様
は
被
覆
す
る
者
と
考

へ
カ
｡
然
し
敢
近
金
で
の
人
は

C
は
巷
虚
の
者
で
夜
-
て

F
u
･

su
lin
a
の
蜂
寓
と
同
質
の
者
で
あ
る
と
考

へ
で
屠
る
､
D

unbaT･C
ondra
は
之
に

diaphanotheca
と
云
ふ
名
柄

を
典

へ
カ
｡
又

D
u
n
b
a
r
に
伐
れ
ば
前
記
の

乱
が

tectum

tb
と
d
が
s
e
c
o

n
d
a
ry
d
e
p
o
sits
と
云
ふ
革
に
在

っ
て
屠
る

｡
李
は

S
ch
ellw
i
enia,
Sch,wa
g
er
in
a
の
殻
壁
は
於
で
蜂
寓
構
造
が
親
-
S
taH
el
la,N
eof
um

tin
ella
.

G
ir
ty
in
a
に
於
で
は
通
常
甚
だ
繊
細
で
不
明
瞭
で
.
屡
々
金
-
観
察
さ
れ
な

い
が

高
率
の
顕

倣鋸
で
見
る
と
稀
に

蜂
謁
の
甚
だ
繊
細
な
者
が
不
明
瞭
を
が
ら
寵
め
得
ら
れ
る
事
を
述
べ
て
屠
る

(X
X
X
I.118.
122).
然
し

l
故
に
紡
錘

歳
科
有
礼
鹿
は
化
石
化
す
る
際
に
夫
を
構
成
す
る
方
解
石
が
蕃
醇
晶
す
る
と
数
壁
が
其
表
面
に
直
角
に
配
列
し
た
倣

卿
を
繊
維
状
の
結
晶
の
基
倉
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
様
に
在
る
事
が
あ
る
し
､
叉
動
物
共
著
が
斯
る
倣
姉
晶
の
基
脊
髄

よ
-
成
る
数
を
作
-
得
る
｡
此
繊
維
状
の
結
晶
は
或
場
合
蜂
萄
構
造
の
繊
細
な
者
と
容
易
に
見
誤
ら
れ
る
'
此
故
に

李
が
潜
め
る

S
ta
H
ella.Fu
su
tilW
lla
等
の

diaphanotheca
に
あ
る
繊
細
在
蜂
膚
構
造
も
確
資
夜
着
か
ど
う
か

が
疑
わ
れ
る

｡
兎
角
F
u

su
lin
elta
の
数
壁
の

diaphanotheca
に
は
明
瞭
を
蜂
衛
が
無

い
事
は
確
賓
で
あ
-
且

つ
以
上
の
革
を
綜
合
し
て
見
る
と

F
u
su
tin
a
cy
lin
d
r
i
ca
F
ischer
d
e
W

aldheim
の
敷
壁
は
他
の
従
凍

F
u
･

su
tin
a
と
さ
れ
ね
者
p
即
ち

D

unbar&
C
on
d
Ta
の

P
s
eu
d
of
u
su
tin
a
と
異
夜
-

F
u
su
tin
etla
と
慣
別
出
凍

な

い
穀
壁
を
有
す
る
と
解
秤
す
る
の
が
至
皆
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡

S
che11w
ie
n
の
記
載
は
よ
る
と

F
u
su
lin
a
longis･sim
a
v
.
M
61te
r
(
L

X

X
,

)63･)65),
F
u
su
tilia
m
in
im
a

紡
錘
叔
科
有
孔
鹿
(F
u
sulin
id
F
or
a
mi

n
if
e
r
a
)

の
分
数
に
関
す
る
静
龍

の
評
論

三

二
一



地

球

餅
十
八
各

節

1
班

三

二
二

s
ch
ellw
ien
(=
H
em
ifu
su
lin
a
bock
i
v
.
M
6
1ter)
(L
X
X
,
)67･168),
F
u
Su
lin
a
bock
i
v
.
M
61ter
(L
X
X
,
166)

は

F
u
su
lin
a
cy
lin
cEr
ica
と
同
蔵
夜
数
壁
を
有
す
る
事
を
知
る
革
が
出
来
る
が
隔
壁
の
激
し
-
摺
曲
す
る
瓢
よ
-

F
u
zju
lin
a
(S･
str･)
の
範
噂
は
入
れ
ら
れ
る
可

き
者
で
ぁ
る
O
D
u
n
b
ar
&

C
on
d
ra
(x
iZⅠ.
57)
は
依
る
と
上
辺

S

ch
e71w
ien
の
F
u
su
lin
a
bock
i,
F
u
su
lin
a
m
in
im
a
を

T
r
iticifes
に
編
入
し
て
居
る
が
之
は
訂
正
し
な
け

れ
ば

な
ら

をい｡

H
e
m
ifu
sulin
a

v

.

岩
611er
(x
x
x
v
III)
は

Li
八
七
七
年

H
em
7ffu
sin
a
を
創
設
し
同
年
氏
は
何
等
註
梓
無
し
に
之
を

H
em
%fu
･

u

lin
a
(x
x
x
IX
.
74178)
と
改
種
し
ね
､
此
属
の
模
式
種
は

H
enやif
u
su
lin
a
bock
i
v

･

害

11eT

で
あ
る
が

V
･

A

q611er
に
依
れ
ば
此
者
は
隔
壁
が
二
重
の
構
造
を
有
す
る
｡
即
ち

in
tersep
tat
sp
a
ce
が
あ
っ
て
二
東
壁
に
在
っ

て
居
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
｡
而
し
て
氏
は
此
属
を
隔
壁
の
特
質
に
よ
か
F
u
su
lin
a
か
ら
慣
別
し
た
.

然

し

S
ch
elT

wi
en
が

V
.
M
Gtter
の
記
載
は
用
ひ
ね
原
槻
木
を
市
研
究
し
た
盛
に
依
る
と
隔
壁
が
二
敦
は
見
え
る
の
は
乙
の
者

の
本
楽
の
特
性
で
在
-
化
石
化

(fos
s
itization
)
は
際
し
隔
壁
が
他
の
鋭
物
質
で
被
覆
n
れ
死
後
に
水
に
溶
解
し
て

流
れ
去
り
外
側
を
覆
ふ
た
鱗
物
質
が
中
間
に
隔
壁
と
同
様
な
峯
隙
を
残
し
て
こ
韮
隔
壁
に
見
せ
か
け
る
に
至
っ
た
者

で
あ
る
事
を
確
め
た
｡
而
し
て
同
氏
は

H
em
ifu
sLd
in
a
bock
i
v

,

M
6tter
を
F
u
su
tin
a
w
Lin
im
a
S
ch
eltw
ien

と
改
柄
し
た
｡
又

S
ch
ettw
ien
(L
X
V
.
)6.
pt.
)3.
fig
.
23)
は
依
れ
ば

F
u
su
lin
a
m
in
im
a
S
ch
ellw
ien
の
数
壁

は
前
述
の
櫨
に

F
u
su
lin
a
cy
tin
d
r
ica
の
者
と
同
様
で
あ
る
.
即
ち
明
瞭
夜
蜂
満
構
造
を
持
っ
て
居
ら
な

い
｡
而

し

て隔
壁
は
町
を
-
ほ
激
し
-
摺
曲
L

ch
om
ata

の
発
達
の
不
明
瞭
夜
事
は

F
u
su
lin
a
(S.
s
ty.)
の
鶴
崎
に
該



歯
す
る
｡
依
っ
て

H

em
ifusu
lin
a
は

F
u
su
lin
a

の
同
物
異
名
と
し
て
破
棄

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
覆

い
｡

G
ir
t

yina

G
ir
iy
in
a

は

一
九

〇
九
年

V
.

Staff
(LX
V
III,490
)

に
よ
-
創
設
rb
れ
ね
属
で
模
式
種

は

F
usu
lin
a
ven
ir
i･

cosa
で
あ
る
が

D
unb
a
r
&

C
o
n
d
ra
(x
Z
iI.77-7g)
に
依
る
と

F
u
suj
in
a
v
en
ir
i
cosa
は

岩

ee打
が

H
a
y
d
e
n

と
共
に

Ⅰ)tino
i
s

か
ら
初
め
て
記
載
し
ね
の
で
あ

る
が
其
後

M
e
ek

が

W

orth
en
と
北
ハほ
同
じ
-

Illin
ois
の

P

eoria
an
d
F
u
lto
n

か
ら
出
る
化
石

を
F
usu
lin
a
v
en
ir
i
cosa
M
eek
&
H
a
y
d
en
に
同
定
し
た
｡
今
日
で
は

し
か
し

旨

eek
&
W

orthen
の

F
u
su
tin
a
v
en
ir
i
cosa
は

M
e
ek
&

fla
y
d
en
の

F
u
su
Nin
a
ven
ir
ico
sa

に
同
定
出
来
を

い
者
で
あ
る
串
が
明
瞭
に
な

っ
て
居

る

｡
而
し
て

D
u
n
b
a
T
&

C
o
n
d
T
a

は

F
usu
lin
a
ven
iri･

eosa
M

ee

打

an
d
ff
ayd
en
を
T
r
iiiciies
v
en
ir
ic
osa
(M
e
e
k

an
d

H
ayd
en)
は

F
u
su
lilW

V
en
tr
ico
sa

M
eek
and
W
o
r
then
を
F
usu
tin
ella
gir
ty
i
に
改
栴
し
て
居

る
｡

扱

'
此
祝

っ
て
同
定

さ
れ
た
方
の

F
u
su
lin
a
v
en
iricosa
M

eek
and
W

orthen
が

M

eek
か
ら

S
cheltwi
e
n

に

F
usu
lin
a
v
en
ir
ico叫a
と
し
で
法
ら
れ
カ

｡
V
.

Staff
は
此

S
ch
e
t1wi

en
は
送
ら
れ
た
種
本
に
就

き
Girtyin
a

在
る
漸
層
を
設
け
お
の
で
あ
る
｡
V
.

Staff
の

G
ir
t
yin
a
venir
ico
sa

の
殻
壁
は
薄
-
赦
密
で
蜂
満
構
造
が
無

い
､
即
ち

F
u

suline
lla
･type
の
殻
壁
を
有

っ
て
屠

る

､
映
…し
此
者
を
観
察
す
る
と
隔
壁
は
激
し
-
稽
曲
し
て
居

-
F
u
su
li
n

ella

か
ら

筒
別

さ
れ
る
｡

又

D
u
n
b
ar
&
C
on
d
ra
は
上
述

の
棟
に

F
u
sul

i
n

a
ve邑
r
icos
a
M

ee打
&

W
oT

t

h

en
を

F
u
s
u
line

t
1
a

girtyiD
u
n
b
a
T
&

C
ondra
に
し
て
居
る
｡
即
ち
氏
等

は

G
iLr
iy
in
a
v.
S
ta
ff
を

F
usu
lin
ella
の
聞
物
異
名

紡
錘
鹿
料
有
孔
叔

(
F
u
s
u
tin
id

F

oram
in
if
e
r
a
)

の
分
類
に
関
す
る
諭
瀞

の
評
論

三

二
三



地

球

節
十
八
番

鮮

山
娩

二
田

二
田

と
認
め
た
の
で
あ
る
が
其
隔
壁
の
特
質
か
ら
今
日
で
は
寧
ろ

F
u
su
lin
a

(s
I

S
ty.)

に
入
れ
る
可

inJで
あ
る
か
ら

G
h･r

tyin
a
v
.
S
ta
fF
は

F
u
s
u

tina
(

S.
sty.)
の
間
物
異
名
と
し
て
破
来
さ
れ
る
可
さ
で
あ
k
o

李
は
上
述
の
戒
に

F
u
su
lin
a
cy
lin
d
r
ica

は
基
数
壁
が

F
u
su
lin
e
lla･
t
y

p
e

で
隔
壁
が
激
し
-
摺
曲
す
る
串

か
ら
之
む

G
ir
ty
in
a

cylin
d
r
ica
と
し
て
居
る
が

F
u
su
lin
a
cy
l
ind
r
ica

は

F
u
su
lin
a

の
横
式
種
で
あ
る
か

ら
動
物
命
名
規
約
上
か
ら
見
て
李
の
改
構
は
使
用
す
る
事
が
出
水
な

い
.

S
ch
etlwi
e
n
i
a

v.
S
ta掬

&
W

e

d
ek
in
d
(L
X
X
I.
113
)

は

一
九

1
0
年
に

F
u
Su
lin
a

を

S
ch
ellw
ie
nia
v.
Sta
璃

&

W
e
d
e
･

kind
と

Schu2ager
in
a
v
t
琵
6tte
r
e
m
.
V
.
StafF
の
二
窮
屈
は
分
赦
し
た
｡
而
し
て
前
者
は
従
衆
多
-
の
尊
者
に

よ
-

F
u
･su
lin
a
と
さ
れ
た
者
各
部
を
包
含
す
る
｡
S
ch
ellw
ien
ia
は
小
棒
氏

(X
L
IV
.
X
LV
,
XL
V
III)
及
び
挙
凹

光

(x
x
x
Z.
x
x
x
II)
は
よ
ら
或
は
盛
属
と
し
て
或
は
属
の
階
級
は
昇
げ
ら
れ
て
使
用
さ
れ
ね
が
此
並
属
名
は

D
u
n
･

bar
&

C
ondi･a
(X
III.
59)

が
指
摘
し
た
棟
に
動
物
命
名
規
約
第
九
確
.
｢
一
属
が
教
範
屈
に
分
顛
n
る
る
時
は
模

式
亜
属
の
名
は
該
属
の
名
と
同

一
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
｣
､
に
抵
触
す
る
の
で
F
v
su
lin
a
(S,
sty)
と
換

へ
破
棄
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
を

い
｡

P
a
la
eofu
s
u
t
in
a

D
epTat(V
II,
6
.
3
6138)

は

一
九

一
三
年
新
属

P
a
la
e
of
u
su
lin
a
を
設
け
ね
が
之
は

一
鷹

一
種
で

P
a
la
eof
u
su
･

lin
a
p
r
isca
D
ep
rat
が
あ
る
｡

D
e
p
T
a
t

に
依
れ
ば
此
者
は
殻
が
小
形
で
球
形
或
は
相
図
憶
形
を
量
L
殻
壁
に
は
蜂
鰭
構
造
が
あ
わ
'
隔
壁
は
中



火
が
異
直
で
其
嗣
側
に
於
て
は
殻
の
車
種
と
同
方
向
に
平
行
に
波
状
に
摺
曲
を
為
し
､
施
廻
軸
の
近
傍
に
於
て
の
み

激
し
-
摺
曲
し
､
網
目
状
を
豊
す
る
は
室
る
｡
口
孔
は
隔
壁
の
中
央
下
部
に
あ
-
且
つ
小
夜

-
と
云
ふ
｡
而
し
て
氏

は
定
に
隔
壁
の
中
央
が
鼻
直
で
あ
る
革
及
び
穀
の
外
形
よ
-
し

て之
を

F
u
su
lin
ella
は
近

57着
と
考

へ
ね
､
と
云

ふ
の
は

D
ep
Ta
t
は
D
ou
v
in
t
に
従
っ
て
誤
っ
て

F
tLSu
tin
etla
を
球
形
或
は
凸
鋸
状
の
者
に
限
定
し
ね
か
ら
で
あ

る
｡
又
氏
は
更
に
殻
壁
に
殻
壁
構
造
を
有
す
る
事
に
よ
ら
F

usulin
a(F
u
su
tin
a
s.
str.
ほ
非
ず
)
に
同
じ

い
轟

か
ら
之
を

F
u
su
lirLa
J
J
F
u
su
tin
elta
の
中
間
型
と
考

へ
ね
.
D
ep
rat
は
叉

P
a
lcteof
v
su
lin
a
w
isca
は
安
南

L
ang
･nac
の
黒
色
石
衣
岩
中
に
多
数
の

F
u
su
lin
ella
(I
Staffetla
)

に
伴

っ
て
産
し
且
つ
其
黒
色
石
衣
岩
の
上

位
か
ら
は
多
数
の

F
u
su
tin
a
(n
on
F
u
su
tin
a
s.
str.)
が
産
す
る
が
其
れ
に
は
絶
封
に

P
a
la
eof
u
su
lin
a
を
伴

わ
な

い
と
云
ふ
事
薯
か
ら

P
a
ta
eof
u
su
tilu
L
は

F
u
su
lin
a
(n
on
F
u
su
lin
a
s
.str.)
よ
か
も
'
も
つ
と
定
に
原

始
的
な
型
で

F
u
su
li7%a
(n
On
F
u
su
lin
a
s.
sty.)
と

F
u
s

u
tine

l
t
a

(-
Staf
fetta)
と
の
中
間
型
で
あ
る
と
の

葛

へ
を
強
め
た
｡
飴
L

D
eprat
の
典

へ
ね

P
a
la
eof
u
su
lin
a
w
isca
の
閲
版
を
見
る
と
共
著
は
隔
壁
の
中
央
に

於
で
異
直
に
な
っ
て
居
る
と
は
決
孝
b
ず
､
叉

F
u
su
lin
a
(n
o
n
F
w
u
lin
a
sI
Sty.)
の
各
地
か
ら
産
す
る
多
数

の
標
本
に
就

き
調
べ
で
見
る
と
隔
壁
の
摺
仙
の
亜
式
に
放

て金
鰭
が
網
目
状

を
鼻
す
る
者
か
ら

P
alaeof
u
su
tin
c,I

typ
e
の
棟
を
極
端
を
者
ま
で
の
間
に
は
漸
次
の
移

-
速
の
型
が
あ
-

P
a
la
eofu
su
tin
a
を
隔
壁
の
摺
曲
の
株
式

'

殻
の
外
形
等
ほ
よ
っ
て
他
の
者
か
ら
識
別
す
る
串
は
不
可
で
あ
る
｡
即
ち

.冒
la
eofu
su
lin
a
D
e
p
rat
は
P
seu
d
of
u
･

sulina
D
u
n
b
a
r
&
S
kin
n
eT
か
ら

一
般
に
隈
別
す
る
事
が
出
来
在

い
｡

D
u
n
b
a
r
&

C
o

n
d
ra
(x
lii.
60.
61)
も

P
a
laeof
u
su
lin
a

は

F
u
su
tin
a
(-
P
seu
d
of
w
u
tin
a
)
の
観
光
型
と

紡
飾
鹿
科
布
孔
免

(F
tlS
u
tin
id
F
o
r
a
m
in.if
e
r
a
)

の
分
封
に
的
す
る
論
証
の
評
論

孟

二
五



地

球

節
十
八
巻

節

山

妖

美

二
六

見
ゆ
る
革
に
ょ
白
鷹
を
固
別
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ

P
a
la
eof
u

suliきa
を

F
u
su
lilta

の
間
物
異
名
と
し

て
破
棄
し
て
居
る
｡

小
韓
氏
は

(X
L
I
V
,
2
6
)

は

D
e
p
rat
の
間
版
か
ら
判
断
L
F

a
ta
eof
w
u

tinaは
G
ir
ty
in
a
か
或
は
F
u
s
u
t
in
a

で
あ
ら
う
と
云
ふ
て
居
る
｡

Colani
(v
I,
24)
は

P
a
la
eo
f
u
su
lin
a
は
F
u
s
u
l
in
a

の
同
物
異
名
と
し
て
其
名
桐
を
鷹
来
し
て
屠
る
｡

然
し
前
述
の
様
は

F
u
s
u
tin
a

を
F
u

su
lin
ella
･
typ
e

の
数
壁
を
有
し
隔
壁
の
摺
曲
激
し

さ
者
に
限
定
し
pJ
机

に
反
し
峰
寓
構
造
を
有
し
従
雑
多
-
の
人
に
よ
カ
F
u
su
lin
a

と

さ

れ
て
凍
死
者
に
封
し
て
は

D
u
n
b
a
r
&･
fl
en･

b
e
st
が
提
唱
し
充

棟

に
別
の
新
名
が
輿

へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
p
新
名
i
jL
で

S
ch
e
llw
ienia
が
復
活
す
る

事
が
出
凍
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
此
者
は

F
u
su
lin
a
(sI
S
tr.)
む
も
包
含
し
て
居
る
の
で
前
述
の
班
由
で
用
ふ
る

事
が
出
凍
な

い
'
故
に
夫
は
封
し
て
は
D

unbar
a
n
d
S
k
ir]n
er
の

A

eu
d
of
u
su
tin
a
が
よ
い
の
で
あ
る
が
以
上

運
べ
充
棟
に

I)
epra
苗

P
a
la
eof
u
su
tiJw

が

P
s
e
u
d
o
fu
su
tin
a
の
同
物
異
名
で
あ
る
と
す
る
と
動
物
命
名
規
約

先
取
権
の
適
用
は
よ
み
従
凍

F
u

sid
ina

と

ruれ
輝
薦
構
造
を
有
す
る
者
に
封
し
て
あ
ま
ら
良

い
名
種
で
な

い
が

P
a
la
eof
u
sclin
a

D
eprat
を
採
用
L

P
seLbd
ofu
sltlin
a

D
unbaTT&
Skinn
er
は
甚
だ
遺
憾
を
が
ら
同
物
異
名

と
し
て
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡

S
ch
w
a
g
erjn
a

S
ch
w
a
g
erim

は

V
.M
61te
r(
x

x
x
IX
.
9-
74
に
よ
-
一
八
七
七
年
に

B
or
elis
P
r
in
cep
s
E
h
r
enberg､

1842

を
模
式
種
と
し
て
創
設
さ
れ
た
者
で
あ
る
0



故
は
助
鎌
状
か
ら
球
状
数
量
す
る
者
迄
あ
-
､
磯
蓮
の
初
期
に
放
て
は

E
n
d
othyra
状
で
後
は
通
常
紡
価
状
に

港
-
旋
姐
は
密
接
で
あ
る
が
其
後
急
は
旋
廻
の
高
n
が
増
し
､
成
熟
期
に
放
て
は
帯
び
密
接
に
食
-
傾
向
が
あ
る
｡

成
熟
期
に
於

ては
'
或
は
初
期
の
紡
錘
状
,<tJ其
雄
に
保
持
す
る
か
或
は
球
状
'
楯
岡
膿
状
を
量

す
る
は
至
る
'
散
壁

は

山
故
は
薄
-
通
常
繊
細
覆
る
蜂
覇
構
造
が
あ
る
'
隔
壁
も
薄
-
異
直
で
あ
る
事
が
普
通
で
あ
る
が
只
'
旋
廻
榊
の

附
近
に
於
で
の
み
細
か
に
且
つ
激
し
-
摺
曲
し
網
目
状
を
量
す
る
｡
又
隔
壁
の
基
底
に
沿
ふ
て
は
僅
か
を
規
則
正
し

い

殆
ど
等
間
隔
の
摺
曲
が
あ
る
此
為
め
に
a

x
iat
secti
on
(数
の
中
央
を
過
少
､
旋
廻
軸
に
平
行
し
た
断
面
)
で
見

る
と
'
宛
も
隔
壁
の
盛
底
に
沿
ふ

て
m
u
tti
ple
apertu
re
(
多
数
の
口
孔
)
が
存
在
す
る
様
に
見
え
る
､
奴
…し
賓
際

は
V

岳

6tter
が
既
に
正
し
-
指
摘
し
て
居
る
様
に
口
孔
は
箪

一
で
隔
壁
の
中
央
下
部
に
あ
-
舵
-
且
つ
幅
焼
き
容

隙
状
を
量
す
る
'
口
孔
の
側
方
に
は

c
homata
が
無

い
｡

H
I
D

ouvilta
(X
II)
は

S
-p7u
u
a
g
er
in
a

の
各
隔
壁
の
基
底
に
は
多
数
の
小

さ
を
口
孔
が
配
列
し
て
居
る
と
説

い

て居
る
が
此
観
察
は
正
皆
で
な

い
｡

様
に
信
じ
て
居
る
が

Sch
w
a
g
erin
a

に
は

m
u
ltip
te
apeTtu
re
も

p
a
rach
om
ata
も
北
ハ
ほ
秋
け
て
屠
る
'
此

非
は
本
属
の
殻
の
中
央
を
通
っ
た
塵
の
横
断
面
､
縦
断
面

を
研
究
す
る
と
明
瞭
に
わ
か
る
｡

Sch
ettwi
en
(LV.
239)
は

S
ch
w
ager
in
a
p
r
in
cep
s
(E
h
r･)
に
は

ch
om
ata
が
全
然
敏
け
て
居
る
事
を
静
め

て居
る
が
此
事
は
正
し

い
｡

T
r
i
t
i
c
i

tes

紡
錘
政
和
有
孔
曲

(
F
u
s
u
l
i
n

id
F
o
Ta
m
h
ifera
)
の
分
数
に
組
す
る
輸
紀

の
評
論

孟

二
七



地

球

鮮

十
八
懇

飾

1
肋

天

二
八

G
irty
(X
X
ZII)
は

一
九

〇
四
年
カ
ン
サ
ス
及
び
ネ
ブ
ラ
ス
カ
産
の

M
iliolites
seca
licu
s
S
a
y
を
模
式
魔
と
L

T
･riticites
を
創
設
し
た
'
之
は
P
a
ta
e
o
fu
su
lina

t)epTa
t

em
.
Y
a
b

e
and
H
a
n
z
a
w

a

に
似
て
居
る
が
数
の
聴

連
の
初
期
か
ら
成
熟
期
に
か
け
て
著
し
レ
Ch
o
m
ata

の
凝
達
が
あ
ら
且
つ
隔
壁
が
異
直
で
借
は
旋
廻
刺
の
附
近
に

於
で
の
み
欄
曲
す
る
､
矢
部
教
授
は
留
で

T
r
iiiciies
を

S
ch
w
a
g
rin
a
(S
ch
w
a
g
e
rina
fusutin
oid
es
S
ch
e宇

ノ耳
.

wi
e
e
n

或
は

S
ch,w
a
g
er
i.さ
a
f
u
s7j
Tor
m
is

k
ro
to尋

p
e
の
紡
錘
状
数
量
す
る
者
)
と
同

物
典
名
に
在
る
と
考

へ
た

立
′

都
が
あ
る

(LXXVI)が現
在
に
於
で
は

S
c
hw
agerm
a
に
は

chom
ata
の
敬
達
が
在
-

T
riiieiies
に
は
未
が

著
し

い
'
其
他
旋
姐
の
藤
子
等
ほ
於
で
も
両
者
は
金
-
異
な
る
者
で
あ
る
事
を
認
容
し

て屠
る

｡

V
･

S
ta
ff
(L
X
V
IZⅠ.
494-
500)
は
i
T
r
iticiies
を

F
u
su
lin
a
(
I
P
a
la
eofTu
su
lin
a
De
p
r
at

em
.
Y
ab
e
&

H
a･

n
z
a
w
a
)
の
間
物
異
名
と
し
て
勝
来
し
､
其
模
式
種
の
名
桐

S
eca
licu
s
を

S
ecalis
に
鼻
乾
し
て
居
る
､
然
し
此
轡

配
は
今
日
の
動
物
命
名
規
約
第
三
二
修

｢
山
且
公
表
ru
れ
た
る
属
名
及
び
種
名
は
原
作
者
と
経
も
之
を
不
適
常
夜
-

と
し
て
破
棄
す
る
を
得
ず
｣

に
よ
-
正
皆
で
な

い
O

G
irty
(x
xll}
239.
X
XIiI,
61)
は

T
r
iiieites
は
p
a
la
eof
u
su
li
na
DepTa
t
em
.
Y
a
b
e
&

H
a
m
za
w
a
と
比
較

す
る
と
上
述
の
様
を
差
異
が
あ
ら
'
両
者
の
間
に
は
中
間
型
が
無

い
､
例
脊
有
る
と
し
て
も
両
極
輔
が
著
し
-
異
な

る
場
<
.･
ほ
は
両
者
を
箪

f
な
属
に
包
含
せ
し
め
る
報
は
用
凍
な

い
と
云
ふ
て
居
る
｡
I)u
n
b
ar
&
C
on
d
ra(X
ZII,
56)

は

G
ir
ty
以
後

T
riiicites
を
承
認
し
た
最
初
の
人
々
で
あ
る
が
､
彼
等
も

G

irty
と
金
-
同
じ
考

へ
を
以
っ
て

本
属
を
弼
立
の
者
と
し
て
説
め
て
居
る
が
此
革
は
正
皆
と
思
わ
れ
る
｡
又

G
irty
(x
x
IIi.
286)
は
狩

T
riticiieS
の

赦
壁
に
は
峰
嵩
構
造
が
あ
ヵ
そ
れ
を
被
ふ
て
外
側
に
は
薄

い
不
透
明
層
が
あ
-
之
が
殻
壁
の
外
側
か
ら
隔
壁
の
前
面



迄
も
潰

い
て
居
る
串
を
認
め

て屠
る
｡
此
外
側
の
被
暦
が
所
謂

te
ctu
m

で
あ
る
が
此
者
は
数
の
構
造
上
春
雄
の
者

で
あ
る
と
簡
じ
て
居
る
｡
即
ち
本
属
の
敷
壁
は
細
孔
に
穿
た
れ
て
屠
る
者
が
二
次
的
に
其
外
側
を
不
透
明
な
薄
層
の

堆
積
に
敵
わ
れ
て
錐
じ
ね
者
で
無
-
七
七
外
被
暦
も
蜂
覇
も
共
に
第

一
次
的
の
者
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
の
で
あ
る

即
ち
紡
錘
亜
科
有
礼
鹿
の
殻
壁
は
無
孔
で
あ
る
罫
を
信
じ
て
居
る
｡

P
ar
a
fu

s
u
t
in
a

之
は

D

unbal
･

&
SkinneT
が

一
九
三

1
年

P
s
eud
of

usulina
と
北
ハほ
西
部
テ
キ
サ
ス
の
二
塵
か
ら
記
載
し

た
新
風
で
あ
る
が
其
模
式
種
は
P

a
r

afusulinaw
or
den
sis
D
u
n
b
a
r
&

S
k
in
n
er
(x
v
.
2

58-
263)
で
あ
る
｡

P
arafusuu
n
a
は
細
長

い
勧
傭
状
か
ら
圃
筒
状
を
量
す
る
者
迄
あ
-
､

大
形
で
あ
る
'

殻
壁
は
蜂
満
構
造
を
有

す

､
隔
壁
は
規
則
正
し
-
且
つ
激
し
-
摺
曲
し
隣
-
各
ふ
前
徴
の
隔
壁
の
摺
曲
の
山
と
谷
と
の
頂
鞘
が
互
に
接
鯛
し

其
為
め
に
鼻

(chamb
er)
が
小
鼻

(Chamberlet)
に
分
か
れ
る
｡
隔
壁
の
中
央
に
は

一
般
に

.E
っ
の
低

い
孔
が
あ
る

が
進
歩
し
た
種
に
あ
っ
て
は
中
央
の
口
孔
が
無
-
な
み
次
に
述
べ
る

P
o
Nydiexod
in
a

D
u
n
b
ar
&

S
k
in
n
e
r
と

同
様
に
隔
壁
の
摺
曲
に
よ
っ
LtJ
作
ら
れ
る
虞
の
小
鼻
の
前
後
に
規
則
正
し

5,
一
列
の
小
孔
が
配
列
す
る
棟
に
在
る
｡

隔
壁
の
摺
曲
が
湛
し
-
在
る
と
そ
れ
で
作
ら
れ
る
波
状
の
縫
各
線
は
旋
廻
軸
に
沿
ふ
て
居
ら
ず
か

へ
っ
て
夫
は
両
角

に
な
っ
て
屠
る
｡
本
儀
～fJ"
は

Ch
om
ata
が
無

い
｡
本
属
は

P
seu
d
of
u
su
tin
a
(
I

P

a
la
eof
u
fu
lin
a
D
eprat
em
.

Y
abe
&

H
a
n
za
w
a
)
か
ら
進
化
し
た
者
で
あ
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
O

P
o
ty
d
iex
o
d
in
a

D

unbar
&
Skin
n
er
は
前
に
述
べ
た
者
と
同
じ
-
西
部
テ
キ
サ
ス
の
二
盈
紀
の
中
上
部
よ

-,a
P
olydiexod
im
a

紡
錘
蝕
科
布
孔
曲

(
F
u
su
lin
id
F
o
r
a

mi
n
ife
r
a
)

の
分
瀬
に
関
す
る
論
説
の
評
論

克

二
九



地

球

妨
十
八
各

節

一
班

芭

三
〇

在
る
新
属
を
記
載
し
て
屠
る
.
R
oly
d
iej30d
iin
a
ca
pi
i
a

n
en
sis
D
u
n
b
a
r
&

S
k
in
n
e
r
が
其
模
式
種
で
あ
る
G

P
o
tyd

i
e

xod
in
a

は
敦
が
大
形
で
細
長
-
園
筒
状
計
量
し
普
通
弧
状
に
轡
曲
し
て
居
る
､
穀
壁
は
薄

い
が
蜂
麿
構

造
が
あ
る
｡
旋
姐
は
数
が
多
-
且
つ
密
接
に
強

い
て
居
る
｡
而
し
て
英
数
は
通
常
八
乃
至
九
で
あ
る
が
時
は
十
七
の

多

き
に
連
す
る
｡
隔
壁
は
互
に
相
近
接
し
規
則
iE
L
-
且
つ
激
し
-
摺
曲
し
て
居
る
'
其
振
幅
は
小

n
い
'
隔
壁
の

摺
曲
に
於

て相
前
後
す
る
者
の
山
と
谷
の
頂
鮎
が
互
に
融
肴
す
る
枯
葉
と
し
て
隔
壁
の
作
る
縫
合
線
は

P
a
r
af
u
Su
･

liTLa
と
同
様
に

equatoriat
で
且
排
列
L

tJ居
る
､
又
隔
壁
の
下
部
に
は
樺
山
の
口
孔
が
蕪
じ
て
居
る
｡
隔
壁
の

摺
曲
は

.P
arafu
su
lina
よ
･a
細
か
で
あ
る

｡其
他
隔
壁
の
中
央
に
は
低

い
口
孔
が
あ
-
此
左
右
両
側
に
は
之
か
ら

或
間
隔
を
置

い
て
隔
壁
の
慮
々
陀
中
央
の
者
と
同
様
な
低

い
口
孔
が
あ
る
､
其
物
は
前
述
の
隔
壁
の
摺
曲
の
結
果
生

ず
る
小
n
を
口
孔
と
は
異
な
る
｡
共
等
の
補
助
の
口
孔

(
大
な
る
方
)
の
位
置
及
び
数
は
樫
に
よ
っ
て
塵
化
す
る
､

D
u
n
b
a
r
&

S
kin
n
e
r
は
補
助
口
孔
は
隔
壁
の

一
部
の
消
滅
に
ょ
っ
て
塵
ず
る
者
と
考

へ
て
居
る
'
而
し
て
此
屈
も

多
数
の
口
孔
を
有
す
る
者
と
の
意
味
で

P
oly
I
(m
any)-
die
x
o
d
in
a
(tu
n
n
ets)と
名
付
け
ら
れ
た
者
だ
Iu
云
ふ
｡

P

olydiex
o
d
in
a
に
於
で
は

chom
ata
が
無

い
｡

F
u
s
u
tin
e
l
l
a

F
u
su
lin
ella

は

.i
八
七
七
年
に

V
.
呂
61te
r
(x
x
x
v
IIZ)
が
創
設
し
た
者
で
あ
る
.
F
u
su
lin
ella

の
穀
壁
の
性

質
は
既
に

F
u
su
lin
a

の
項
で
述
べ
た
様
に

tectum
,diaphanotheca.second
aryd
ePOSit
か
ら
成
つ
ttJ
屠
る
｡

李
は

d
iaphanotheca
主
席
率
の
模
倣
鋸
で
見
る
と
繊
細
な
蜂
覇
構

造
が
組
め
ら
れ
る
と
云
ふ

て居
る
革
は
既
述

の
如
く
で
あ
る
が
普
通
は

diaphanothecaは
撤
密
IU>
見
え
る
｡
本
属
の
模
式
種
は
選
ば
れ
て
屠
る

F
u
su
tin
ella



bock
i
v
.
旨
6iler

は
外
形
飴
健
状
を
蓋
し
､

隔
壁
は

一
般
は
鼻
寓
で
只
僕
に
旋
弛
軸
附
立
に
於
で
の
み
稽
曲
し
て

屠
る
'
隔
壁
の
中
央
下
部
に
は
低

い
量
隙
状
の
口
孔
が
あ
-
､
其
両
側
に
は
著
し

い

ch
om
ata
が
磯
達
し
で
屠
る

顕
球
形

(m
eg
al
osph
eri
C
fo
rm
)
は
放
て
は

p
rolocu
tun
は
大
9
,-
球
状
を
墨
す
る
が
徴
球
形

(mi
crosp
h
eri
c

form
)
で
は
数
の
敬
連
の
最
も
若

い
時
代
に
於
て

E
n
d
th,y
r
a
状
に
在
っ
て
居
る
｡

H
I
D
ou
vittb
(x
iI
.
5
83
-
5
87
)

は

F
u
su
lin
ella
の
模
式
種
を

F
u
∽u
tin
ella
bock
i
v
.
M
61te
r
は
定
め
を
が
ら

祝
っ
て
本
属
を
凸
鋸
状
か
ら
球
形
の
者
.
即
ち
旋
廻
軸
の
長
rb
が
数
の
直
程
よ
-
頼
か
い
者
､
或
は
等
し

い
者
で
穀

壁
は
撤
密
で
隔
壁
仙が
旋
廻
軸
附
妃
を
除

い
て
は
異
直
夜
番
と
定
義
し
て
居
る
､
此
舘
は

D
ep
yat.
V
.
S
ta
ff
等
ほ
よ

カ
踏
襲
さ
れ
た
却
既
述
の
如
-
で
あ
る
が
小
嘩
氏
は
此
誤
-
を
指
摘
し
以
上
三
氏
の

F
usu
tin
etla

に
勤
し

STAF･

FELLA
在
る
新
属
名
を
典

へ
ね
｡
(
x
L
rv
.
24)

小
津
氏
は
敢
初

S
taH
elZa
の
模
式
種
と
し
て

F
u
su
tin
e
t1a
sp
h
aerica
v
I
M
6)1e
r
(n
ot
A
bich
)
を
撰
ん
だ
革

も
既
述
の
如
-
で
あ
る
Q

李
四
光
(x
x
x
I.
13)
は
小
樺
氏
の

S
t
aH
ella
は
球
形
の
者
を
模
式
種
と
し
て
居
る
か
ら
本
属
を
斯
様
夜
着
に
限

定
し
p
小
樺
氏
の

S
tq
F
ella
中
に
包
含
さ
れ

であ
る
凸
鋸
状
の
者
に
勤
し
で
は
新
属
名

O
z
A
W

AINA
を
提
議
す

る
事
が
至
督
で
あ
る
と
云
ふ
て
居
る
｡
然
し
此
分
根
は
属
或
は
東
風
に
就
で
も
大
し
て
茶
菓
な
者
で
無
-
李
自
身
の

其
後
の
論
文
は
於
で
も
此
属
名
を
使
用
し
て
居
ら
な

い
｡

S
ch
ub
e
rtella

S
chu
bertella
は

V
.
S
ta
ff
a
n
d

W

e
d
e
k
in
d
が

S
p
itzb
e
rg
e
n
塵
の

S
ch
u
berietla
ir
an
siioria
v
.
S
ta鴇

紡
紳
曲
朴
布
孔
叔
(F
tlSutinid
F
orami
n
if
er
a
)
の
分
難
に
関
す
る
給
紀
の
誹
静

三t

三
1



地

球

解
十
八
各

節

1
舵

二二

[二
二

an
d
W
edekin
d
を
模
式
種
と
し
て
創
設
し
た
者
で
あ
る

｡
(LXX
IL
L2-121)

S
ck
u
ber
tella
tr
a
n
sitoria
は
外
形
が
小
n
-
旋
姐
の
数
が
少
な
-

'隔
壁
は
異
直
で
只
麓
姐
軸
附
近
に
於
で
の

み
摺
曲
す
る
､
口
孔
は
隔
壁
の
中
央
下
部
は
あ
-
箪

l
で
其
両
側
に
は

ch
om
ata

が
敬
達
し
で
居
る
､
数
壁
に
は

峰
鶴
構
造
が
無

い
｡

小
棒
氏
(x
L
iV
,
10)
及
び

D
u
n
b
a
r
&

C
o
n
d
ra
(x
llI.65)
は

S
c
h
n
b
er
telta
は
形
の
小
夜
る

F
u
su
lin
ella
に

外
な
ら
す
と
考

へ
此
名
綱
を
破
棄
し
て
居
る
O

v

.

Staff
&

W
e
d
ek
in
d
が

S
c･h,u
ber
tella
を
創
っ
た
の
は
前
に
述
べ
た
様
に
V

.

Staff
は

F
u
su
tin
ella
を

球
形
及
び
凸
庇
状
の
者
に
限
定
し
た
為
め
F
u

su
tin
ella
boc
ki
typ
e
の
紡
健
状
雷

壬
す
る
者
に
封
七
新
属
名
を
提

案
し
な
け
れ
ば
在
ら
在
-
在
っ
た
馬
と
皿
ふ
'
之
と
仝
-
同
じ
班
由
の
下
に

D
eprat
が

F

usuliin
elta
b
o
ck
i

ty
p
e
の
者
に
勤
し

N
eofu
su
lin
etla
な

る
新
属
名
む
提
祷
し
た
｡

最
近
李
は

(x
x
x
IZ.
l
o
g.
)10
)

は

S
chu
ber
teltct
に
闘
し
て

D

unbar
&

C
o
n
d

ra
が
述
べ
た
意
見
は
あ
る
襟
度

迄
正
督
で
あ
る
が

S
pitzb
e
rbO･
e
n

の
粉
塵
曲
石
衣
岩
を
鋸
槍
し
た
塵

S
ch
u
ber
tella
は
F
u

su
lin
ella

の
同
物
異

名
と
す
る
報
が
兆
し
て
正
し
い
か
如
何
か
む
疑
ふ
と
云
ふ

て居
る
'

更
は
氏
は
数
の
外
形
の
小
さ
い
革
は

S
ch,u
･

ber
tella
の
本
質
的
な
特
徴
で
あ
る
と
翰
じ

S
ch
u
ber
fella
な
る
屈
を
保
有
す
る
罫
を
容
寵
し
て
屠
る
｡

S
k
in
n
e
r
(L
V
IV
.2
6

7
)

は

S
ch
u
ber
iella
及
び
衣
に
述
ぶ
る
F
w
iella
L
ee
&
C
h
en
は
紡
錘
鹿
科
有
孔
鹿
中

で
の
原
始
型
で
両
者

は
新
し

い
鐙
科
に
入
れ
る
可
き
だ
と
皿
ふ
が
紡
錘
鹿
科
の
分
類
は
甚
だ
錯
綜
し
て
居
る
か
ら
今

日
霜
に
又
新
た
な
る
錯
綜
を
典

へ
る
事
を
顧
慮
し
蹄
踏
す
る
と
云
ふ
て
居
る
｡

然
L

S
ch
u
ber
tella
と
F
u

su
li･



･77e
lla

の
間
の
差
異
は
属
の
閲
別
を
許
容
し
或
は
虻
に
亜
杵
を
陸
別
す
る
は
足
る
者
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
｡

N
eofusu
)in
e])a

D
eprat
(VIT.00.40
-
44)
は

一
九

一
三
年
漸
層

N
eof
u
su
lin
e
lla

む
建

て
N
eofu
su
lin
ella
p

ra
cu
sor
D
e
p
r
a
t
･

N
.
1a
i
e
n
oiIs
i
D
eprat.
N
.
sch
w
a
g
er
in
o
id
e
s
D
eprat
を
記
載
し
た

､其
後
(IX
,
1宇
12)
乾
に
之
に

N
,
elon
･

g
a
t
a

D
ep
rat}
N
.
g

ira
n
d
i
D
e
prat.
N
.
mi
n
im
a
D
eprat
の
三
種
を
加

へ
ね
｡

而
L

De

p

rat
は
本
属
の

模
式
種
を
定
め
で
屠
ら
覆

い
｡
氏
の
定
義
す
る
虞
に
依
れ
ば
本
属
の
殻
は
紡
錘
状
を
茎
し
隔
壁
は
中
央
部
に
於
で
金

-
異
直
で
口
孔
は
隔
壁
の
中
英
基
底
に
あ
-
単

一
で
峯
隙
状
を
量
す
'
殻
壁
に
は
繊
細
な
峰
磯
構
造
あ
-
と
記
載

ru

れ
で
あ
る
が
論
文
に
件
ふ
固
髄
で
見
る
と
英
が
十
分
明
瞭
で
は
な

い
｡
叉
口
孔
の
爾
側
に
は

chom
a
ta

が
よ
-
発

達
し
て
屠
る
｡
以
上
で
見
る
と
同
氏
の
記
載
に
あ
る
蜂
謁
構
造
の
敦
壁
を
有
す
る
事
(
こ
の
事
に
は
疑
問
あ
か
)以
外

に
は
本
属
は
何
等

F
usu
tin
e
lla

と
匿
別
餌
凍
な

い
｡

D
e
p
i･a
t
は

N
e
of
iLS
u
tin
ella

の
各
種
の
記
載
は
於
て
は
何
等
穀
壁
の
構
造
は
就
三
一日
及
し
て
な

い
し
､
ま
ね
図

版
で
見
て
も

P

alaeof
u
su
lin
a
D
eprat
em
･
Y
a.b
e
&

H
an
zaw
a
の
敦
壁
は
於
け
る
が
如
p
J判
然
た
る
蜂
滞
構

造
は
見
ら
れ
ず
寧
ろ

F
usu
Ei
7?ye
lla

の
殻
壁
に
似
て
居
る
.

又
小
浬
氏

(x
-A
V
I-Ⅰ.
6)
は

D
eprat
の
記
載
し
た
､

N
eofusutin
a
に
二
つ
の
型
を
置
別
し
て
屠
る
'
其
中
の

一
つ
は

N
.
p
rGCuSOr.
N
.
Ia
n
ten
oisi.
N
,
sch
w
･

a
g
er
illOid
eS
で
穀
壁
及
び
隔
壁
は

secon
dary
deposit
は
被
わ
れ
て
居
-

､
F
LLSu
tin
ella
に
同
じ
-
～
N

.eton･

gat
a,
N
.g
ira
n
d
i,
N
.
mi
n
im
a
は

一
般
の
性
質
が

F
usul
ina(-
P
ataeofusulin
a
D
eprat

em
.
Y
.

&
H
)

の
棟
で

あ
る
と
云
ふ
｡
後
の
三
種
に
勤
し
で
は
小
棒
氏
は
後
は
詳
説
す
る
様
に

D
eprafe
lla
な
る
新
属
名
を
提
唱

紡
飾
地
利
有
礼
曲

(
F
u
su
lin
id
F
o
ramin
ife
r
a
)
の
分
戦
に
胸
す
る
諭
孜
の
評
論

三

三

三
三



姉
十
八
笹

姉

JI
耽

三
川

三
四

し
て
居
る
○

以
上
を
給
食
す
る
と

N
eofu
su
lin
ella
は

F
u
su
l!.n
etla

の
間
物
異
名
と
し
て
破
棄
し
て
79
宜
し
い
｡

D
ep
rat
が

N
eof
u
Su
ti,w
lla
霊

謬

乃
の
は
前
は
･9
運
べ
カ
藤
に
氏
は

F
u
su
tin
ella
姉

s
taG
ella
ty
p
e
の

者
に
限
定
し
た
の
で

F
蛋
u
lin
ella
bock
i
v
.
M
atte
r
ty
P
e
の
者
に
封
し
て
は
新
風
を
設
け
老
け
れ
ば
在
ら
な

い

革
に
な
っ
た
の
で
あ
る
.

李
四
光

(x
x

x
IIL
G-
22.X
X
X
IL
I.
)
1
00
-
(2
9)
は
F
u
･su
lin
ella
の
代
わ
に

N
e
ofu

sulin
a
を
邦
以
F

L
㌫
u
lin
ella

b
o
J･k
i

v
.

M
6tter
を

N

eof
u
sstin
ella
b
ock
i
(V
.
M
6tle
r).
托
し
て
居
る
､
此
罫
は
動
物
命
名
規
約
に
摩
る
が
氏
は

次
の
如
-
桝
榊
し
て
居
る
､
即
ち
自
分
の
と
っ
た
方
法
は
命
名
規
約
は
十
分
沿
わ
を

い
が
､
命
名
規
約
を
飴
与
に
堅

-
迎
春
し
過
ぎ
る
と
樺
山
の
名
柿
の
欄
邪
な
る
率
更
を
凍
た
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
遂
行
ruれ
た
革
質
に
有
効
は
順
鷹

す
る
櫨
に
心
掛
け
た
と
｡
氏
の
論
は

一
腰
も
っ
と
も
で
あ
る
が
然
し
正
常
で
は
な

い
｡

D
e
p
r
a
te
--a

小
棒
氏
は
既
に
前
に
も
述
べ
た
横
は

N
eofu
su
lin
ella

prGCW
a
r
D
ep
Tat.
N
.
1a
n
ten
oisi
D
ep
rat,
N
.

S
ck
w
a
g
er
in
oid
es
D
e
p
rat
を

F
u
su
iin
ella
に
包
含
L
t
N
.
g

ir
a
m
d
i
D
ep
rat,
N
.
m
in
im
a
D
ep
rat､
N
.

elo
n
g
a
ta
D
eprat
を
英
機

N
eofusulina
は
止
め
た
が

(x
u
v
,
131)
其
彼
氏
は
(X
L
V
HII.
9)
後
の
三
種
は
痕

壁

の
内
部
に

secon
d
a
ry
d
e
posit
が
聴
連
せ
ず
数
の
敬
連
の
敢
初
期
が

由

ぎdothyra状
で
且
外
形
が
小
さ
い
事
に

よ
っ
て
他
の
鷹
よ
-
置
刺
し

D
ep
r
a
tella

在
る
新
風
を
設
立
し

N
eof
w
u
tin

a
girandi
D
eprat
を
模
式
種
に

撰
ん
で
居
る
｡
小
棒
氏
の
考

へ
で
は
本
属
は
二
盛
紀
に
限
-
産
L

E
n
d
oih,y
r
a

よ
み
直
接
進
化
し
て
氷
た
者
と
考

@



へ
ね
が

D
ew
a
tetla
O
za
w
a
の
特
質
と
し
峯
げ
夜
着
は
之
を
F

u
su
lin
ella
か
ら
閲
別
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る

即
ち

D
ep
r
a
iella
は
F

w

u
li
n
e
lla

の
同
物
異
名
と
し
て
破
棄

n
れ
る
可
き
者
と
考

へ
ら
れ
る
｡

叉
小
裸
氏
(
i
,

1
3
4
)

は
D
ep
ra
telta
の
模
式
種
を
後
に

N
eofu
su
lin
el訂
p
h
a

ira
3Jen
Sis

Cota
n
i
は
鼻
乾
し
て

居
る
が
之
も
動
物
命
名
規
約
は
悼

み
､
其
模
式
種
は
矢
張
ら

N
eof
u
su
lin
e
l
l

a
gira
nd
i
D

eprat
で
夜
け
れ
ば
怒

ら
を

い
の
で
あ
る
が

D
ep
ra
tella

は
破
莱

さ
れ
る
可
き
者
で
あ
る
か
ら
今
日
で
は
斯
政
を
革
は
問
題
に
を
ら
在

S

事
に
な
る
｡

B

ou
lt
o
n
ia

李
は
(x
x
x
1.
1
0
I
L
2
)

1
九
二
七
年

B
ou
tion
ia
在
る
新
属
を
設
立
し

B
ou
lton
ia
w
illsi
L
e
e,
B
ou
tton
ia

r
ow
i
L
ee
の
こ
新
種
を
記
載
し
て
居
る
'
前
者
が
横
式
種
と
す
べ
き
で
あ
る
｡

B
ou
tion
ia
の
殻
は
小
形
で
磯
蓮
の
初
期
に
於
で
は

E
n
d
o
th,y
r
a

状
で
成
熟
期
に
於
て
は
骨
に
紡
傭
状
を
量
す

る
｡
隔
壁
は
中
央
部
に
於
て
規
則
正
し
-
授
か
は
摺
曲
L
t
旋
祖
廟
の
附
近
ほ
於
で
激
し
-
､
摺
曲
し
て
居
る
､
穀

壁
は
撤
密
で
あ
る
が
李
は
稀
に
蜂
覇
の
痕
跡
が
見
え
る
と
云
ふ
'
然
し
此
蜂
鶴
は
方
胴
石
の
繊
維
状
微
結
晶
で
あ
る

か
も
知
れ
夜

い
｡
口
孔
は
隔
壁
の
中
央
下
底
は
あ
･Ll
単

一
で
あ
る
｡
口
孔
の
爾
側
に
は
著
し

い

ch
o
m
ata
の
教
壇

が
あ
る
｡

D
u
n
b
ar
a
n
d
H
en
be
s
t
(
X

I
V
.

3
6
2
)

は

B
ou
lton
ia
r
o
w
i
Le
e
は

W
ed
ek
in
d
iella
に
似
て
居
る
が

B
ou
l･

toina

w
itlsi
L
ee
の
方
は

W
ed
ek
in
d
ie
lla

及
び
F
u
s
u
lin
ella
か
ら
は
確
に
間
別
す
る
輩
が
出
凍
る
と
し
て
此

厳
を
正
常
の
者
と
認
め
て
居
る
､
然
し

B
ou
tio
n
i
a

は
殻
が
小
形
で
旋
艶
が
密
接
し
て
居
る
以
外
に
は

F
u
s
u
li
･

紡
錘
蕗
斜
材
孔
曲

(F
tnsu
lin
i.a
F

orami
n
if
e
r
a
)

の
分
効
に
幽
す
る
諭
散
の
評
鈴

孟

三
五

-i;i



地

球

n
q
lla

か
ら
置
別
す
る
非
が
山
裾
覆

い
｡
(
未
完
)

姉
十
八
怨

節

.1
幼

松

下

進

志
摩
磯
部
村
木
場
の
洪
積
層
に
就
て

先
志
摩
の
海
蝕
基
地
の
上
部
を
構
成
し
て
沿
岸
棲
介

化
石
む
含
む
粘
土
と
磯
と
彬
と
か
ら
成
る
地
暦
が
存
在

l
(Zi)

す
る
｡
大

塚

排
撃
士
は
乙
れ
を
先
志
摩
暦
と
名
づ
け
ら

(こ
(六
)

〓
)(≡)(Ei)(ヒ)

れ
た
｡
其
の
時
代
は

新

筋

三
紀
と

い
は
れ
'或
は

洪

積

世

と
考

へ
ら
れ
て
居
る
｡
化
石
は
古
-
佐
藤
侍
減
氏
に
よ

っ
で
任
意
さ
れ
ね
が
､
其
後
あ
ま
-
探
基
さ
れ
た
rJ
と

(刀)

は
覆

い
ら
し
-
､
最
近
の

同

幅

説
明
音
に
も
数
個
の
属

名
が
拳
げ
ら
れ
､
保
存
不
完
全
と
託
さ
れ
て
居
る
に
過

ぎ
な

い
｡

筆
者
は
本
年

一
月
志
摩
苛
峯
山
'
五
知
'
逢
坂
峠
方

巾
の
古
期
岩
静
(主
と
し
て
古
基
層
)
の
調
恋
に
従
事
し

た
序
に
'
中
村
先
生
の
御
指
示
に
従
っ
て
磯
部
村
木
場

に
於
で
前
記
洪
積
層
の
化
石
を
探
基
し
わ
｡
其
の
場
所

は
ぎ

は
志
摩

電
戟
迫

間

輝
か
ら
南
方
約
三
三
〇
兼
離
れ
て
居

る
丘
麓
で
あ
る
｡
昭
和
四
年
同
篭
城
建
設
工
事
に
際
し

て
砂
利
を
探
る
た
め
望
向
n
l
lO
米
飴
の
丘
陵
の
架
線

を
切
-
取
っ
た
の
で
'
間
に
示
す
様
に
磯
暦
及
び
粘
土

層
が
よ
-
現
れ
て
居
る
｡
㈲
叔
下
部
は
介
化
石
を
含
む

葡
次
色
粘
土
で
あ
っ
て
'
二

･
五
米
だ
け
露
出
す
る
｡

化
石
は
脆
-
な
つ
で
は
居
る
が
､
注
意
す
れ
ば
良
好
な

も
の
が
得
ら
れ
る
.
又
時
間
を
か
け
て
努
力
す
れ
ば
後

記
の
篠
類
以
外
更
に
.多
数
磯
見
す
る
rJ
と
が
出
家
よ
う

㈲
其
の
上
に
士
束

の
磯
暦
が
乗
-
'
昭
次
に
粘
土
暦
が

凍
る
｡
其
の
下
部

〇
･四
-
〇
･六
米
は
淡
袖
黄
色
'
淡

黄
色
､
褐
色
の
粘
土
層
で
､
厚
い

部
分
は
間
に

一
の
尖

滅
す
る
含
粘
土
破
骨
を
爽

む
｡
関
の
中
部
は
帝
灰
色
粘

土
層
で
､
其
の
厚
n
は
最
大
四
米
で
あ
る
が
'膨
縮
が
甚


